
番 号 A８

■ □

□ ■

□ □

□

■

□

■

□

■

□

～

円

円×5泊

円×5泊

円

円

研究室体験活動

最 終 更 新 日 ： 2023 年 6 月 26 日

活 動 名 称
(40 字 以 内 )

自ら考える地域活性化策を実践する旅　～富山県砺波市～

団 体 名 等
富山県

地方創生局ワンチームとやま推進室中山間地域対策課

活 動 方 法
オンラインを活用しつつ現地活動を行う

オンラインのみで活動を行う

活 動 区 分

ボランティアなどの社会貢献活動

選 考 方 法

先着順

国際交流体験活動 書類審査

就労体験活動 面接

農林水産業・地域体験活動

募 集 人 数 7 人フィールドワーク体験活動

参 加 資 格 等 特になし

活 動 期 間
2023/7/31（月） 2023/8/5（土）

主な活動予定場所 富山県砺波市内
※事前活動あり 6日間

目 的
参加者自身が我が事として捉えた地域課題を明確にするとともに、その課題や解決策を地元有志にフィード
バックすることで、持続性、実効性、実現性のある地域活性化策を導き出す。

具体的な内容
（８００字程度）

　砺波市は、富山県西部に位置する人口約４万７千の都市で、富山県花であるチューリップ球根の生産や切り花の出荷、散居村で全
国的にも有名である。
　しかし、砺波市も他の地方都市同様に少子高齢化や人口減少をはじめとした数多くの地域課題を抱えている。
なかでも、今回の活動拠点とする栴檀山（せんだんやま）地区は、世帯数157・人口368（令和４年１２月末時点）で高齢者比率は52.7％
と市内で最も高く、人口流出も顕著である。そこで本企画では、栴檀山地区を中心に地域資源の掘り起こしやブラッシュアップ、その活
用方法の検討などを行い、地域の活性化を目指す。
　なお、これまでも学生等による地域活性化への「提言」は全国各地で実施されているが、その多くは企画止まりで、実践にまで至って
いる例は少ない。
　このため富山県では、参加者自身が我が事としてとらえた地域課題を明確にするとともに、その課題や解決策を地元有志にフィード
バックすることで、持続性、実効性、実現性のある地域活性化策を地域のキーパーソン等とともに導き出すことを重視している。
　砺波市栴檀山地区は、令和4年度に本企画を実施しており、「夢の平コスモス荘の活性化」「地域産業の活性化」「ICT、デジタル技術
の活用促進」「移住・定住」をテーマに導き出した地域活性化策を現在実践中である。
　令和5年度は、地区で取り組んだことやその後の課題を踏まえた地域活性化策の分析を行い、さらなる地域活性化に向けた検討を行
う。

＜キーワード＞
地域活性化、地域課題の解決、関係人口の拡大、少子高齢化、空き家対策、移住定住、地域の維持、自主防災、デジタル化への対
応、スキー場、施設の活用（宿泊施設、バーベキュー場）、農業体験、農産物、ブランド化、地域イベント、情報発信、郷土料理、体験活
動、地域資源の活用 など

＜活動日程等＞
・7月12日（水）または13日（木）19時～20時：事前オリエンテーション（オンライン）
・７月30日まで：現地訪問前事前調査、事前検討（オンライン）
・７月31日：現地入り、取組内容の共有
・８月１～４日：現地調査、事前検討内容の検証、地域体験活動
・８月５日：地域活性化策発表会、帰京
※日程は仮のものであり、調整の結果変更となる可能性がある。
※現地活動については、感染症等の影響によりオンラインのみの実施になる可能性がある。

備 考

27,040
交通費は東京→新高岡→砺波往復の金額で計算。
宿泊費は令和４年度実績額を参考に計算。

宿泊費 6,000

食費 2,500

大 学 院 学 生
含む

含まない

ウェブサイト等
令和４年度東京大学体験活動プログラム活動報告会（YouTube）
https://www.youtube.com/watch?v=sfXgzg7e8sk&t=13s

奨励金額 40,000円(予定)
計 69,540

参加するための

費用※

内　訳（1名当たり） その他※特記事項は以下に記載

交通費


